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古
く
か
ら
バ
ラ
は
「愛
」
や
「美
」
の
象
徴
て
し
て

愛
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
生
命
力
に
満
ち
、
美

‘
結
ば
つ
け
ら
れ
る
バ
ラ
は
、
現
代
で
も
あ
り
‘

あ
ら
ゆ
る
て
こ
ろ
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
戦
後
の
日

本
で
は
、
各
地
に
復
興
②
願
い
を
込
め
て
、
バ
ラ

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
福
山
市
で
は
、
「戦
災
で

荒
廃
し
た
街
に
潤
い
な
与
え
、
人
々
の
心
に
和
ら
ぎ

を
取
り
戻
そ
う
」
て
し
て
一九
五
六
年
か
ら
五
七

年
に
か
け
て
バ
ラ
の
苗
木
約
千
本
が
住
民
た
ち
の
手

に
よ
つ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
毎
年
百
万

本
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
、
「ば
ら
の
ま
ち
」
て
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
五
月
、
世
界
バ
ラ
会
連
合
の
三
年
に
一度
の

国
際
的
な
大
会
、
世
界
バ
ラ
会
議
が
本
市
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
式

こ
れ
を
記
念
し
ヽ

近
世
以
降
の
バ
ラ

の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
″
多
様
な
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン

を
通
し
て
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
は
、
西
洋
‘
日
本
に
か
け
る
様
々
な
芸
術

に
表
現
さ
れ
て
き
た
バ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
を
た
ゞ
る
、

そ
の
質
‘
幅
広
さ
に
お
い
て
過
去
に
例
を
見
な
い

バ
ラ
の
美
術
展
で
す
。
植
物
図
譜
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

美
術
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
画
や
工
芸
品
に
加
え
て
、

い
わ
ゆ
る
「美
術
」
の
み
で
は
な
い
現
代
の
視
覚

文
化
に
も
着
日
し
、
バ
ラ
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
る

多
様
な
作
品
を
展
観
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

や
場
所
で
生
み
出
さ
れ
、
各
支
脈
の
中
で
変
容

し
て
い
く
イ
メ
ー
プ

ま
た
制
作
者
独
自
の
解
釈
が

付
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
数
百
年
に
わ
た
る
バ
ラ
の

イ
メ
ー
ジ
″
探
り
ま
す
。

バ
ラ
会
議
福
山
大
会
を
記
念
し
た
当
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
の
た
め
、
巡
回
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
訊
お
見
逃
し
な
く
！

バ
ラ
の

ィ
メ
ー
ジ
ト
巡
ｂ
、

数
百
年
の

物
語
―

―
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0_ジ ョルジュ・ブラック《ティー・ローズの花籠》 1925年  ポーラ美術館 O ADAGP,PaⅢ &,ASttR,お りo,202,G'7ア イ ②_《薔薇図屏風》(部 分)桃山時代 1本 法寺 [前 期展示]C)_倉俣史朗
`|ミ

ス・ブランテ), 1988(昭和
`3)年大阪中之島美術館0ク ラマタデザイン事務所 ④_長沢芦雪《梅に鳴図》1江戸時代中期 イ国人蔵 [前 期展示]0_エ ミール・ガレ《フランスの薔薇文花瓶》11902年頃1北澤美術館 16_ア ントワーヌザ・サン=テクジュベリ『星の王子さま』

(レイナル&ビ ッチコック社・初版本)11943年 刊 関東学院大学図書館 0_池田理代子『ベルサイユのばら」 1'73(昭 和48)年 1池 田理代子プログクンヨン

【表作品】1_福 田美蘭〈タンヤノレンヨンピング》(部 分)11989(平 成元)年 1作家蔵  2_アンリ・フアンタン=ラ トゥール《花瓶の花》(部 分)11877年 I DIC川 村記念美術館  3_村 山椀多くバラと少女,11917(大 正6)年 1東京国立近代美術館
4_葛飾北斎《黄鳥 長春》(部 分)11834(天保5)年 頃 1島根県立美術館 [前期展示] 5_ビエール=ジ ョゼフリレドゥーテ《バラのフーク》11825年 |コ ノサーズ・コレクション東京  6_岸 駒〈孔雀図)(部分)1江戸時代後期 1善法律寺
7_マルグンヤガ~ル 《二つの花東》11925年 1埼玉県立近代美術館 O ADAGR Paris&りASttR,ヽ k,o,202,C3″ 4  8_梅原龍二郎《バラとノクアールのブロンズ》11973(昭 和48)年 1東京都現代美術館  9 オーギュスレ″フール(帽 子の娘》
(部 分)11910年 ISOMPO美術館(損保ジヤパンより寄託) 10_疋 田源吾.小林喜助「各国薔薇花競」(部 分)118″ (明 治10)年 |千葉県立中央博物館

①記念講演会「展示作品に見るバラの歴史」
講師:御巫由紀(千葉県立中央博物館主任上席研究i世界バラ会議講師)1日時:4月 5日 [土]14:00～ 15:301会 場:り、くくゝ美術館2階多目的室 1定員:100名 ※当日先着順、聴講無料

0ワークショップ。短期実技講座A「バラ香る草花染めでオリジナノンエコバックづくり」
.~ 議|~|・  ヽ エコノヾッグに草花染う卜してオリジナノンエコノヾングトつくります。ノヾラくノヾクフライビーなどの草花レ使用して、植物そのものの色 }抽 出しエコノヾッグに写し出しヽ す。植物が

‐
   ..__:   生み出す表現の幅の広さ卜ら)楽 し孜くださq講 師 :梅阪尚美 (染色家)

・・ ‐1豪鰺餃雫
‐‐li t 日時 :4月 26日 [土 ]13:00～ 171001会場 :メ くく■美術館2階工芸版画室 1受講料:3,500円 1対象 :中 学生以上 1定員:20名 ※応募多数の場合減抽選

螢 ・‐■・ 1糠■  【応募方法】往復は,ヽさゝ たは当館HP中込フォーム(3月 19日 [水 ]受付開始)に「講座名」「郵便番号・住所」「名前」「電話番号」「メ~ノンアルタ」》明記のうなご応募ください。
ゑ・ ・・  ― ・

‐ . (※ 1通につき1名 )応募先 :〒 720-0067福 山市西町二丁目4番 3号 ′、くく■美術館「短期実技講座A」 係/応募締切 :4月 17日 (木)必着

③学芸員によるギャラリートーク※各日ともに特別展観覧券が必要
11111EIIギャラリー1ヽ

―ク「国を越えるバラのイメージ」
日本と西洋、展覧会卜担当しなそれぞれの専門の学芸員とともに展示室卜巡りゝ曳 日時:4月 12日 [土 ]、 6月 1日 [日 ]各日14:00～ 1会場:メ くくu美術館1階企画展示室

② トビックギャラリートーク「それぞれの地域に見るバラのイメージ」
より詳しく知りない人の人めに分野卜絞り入ギャラリートークてす。日時 :4月 29日 [火・祝](日本美術 )、 5月 4日 [日・祝](西洋美術)各日14:00～ 1会場 :メ くくЦ美術館1階企画展示室

④ナイト・ミュージアム・ギャラリートーク

同時:5月 18日 [日 ]17:00～ 1会場:井 くくま美術館1階企画展示室 ※特別展観覧券が必要

[世界ノラ会議福山大会開催記念コー幻 世界バラ会議の開催}記念し、バラの魅カトノンンチに散りばめスコース料理です。

販売期間:4月 1日 [火 ]～6月 8日 [日 ]まで 会場:福 山ニューキャッスルホテル 1階「フレンチレストランロジェ」
【ご利用特典】本展覧会チケッ|ヽ 提示で5%OFF/本 コースご利用ンシート提示で観覧料300月 割引

詳細。お申込み・お問い合わせは福山ニューキャッスルホテル予約課まで ■ 1084-922-2140/受 付時間 9:00～ 19:00

【同時開催】春季所蔵品展「ベストセレクションー「今」見るふくやまの名品」会期:4月 3日 [木]～ 6月 29日 [日]会場:ふ くやま美術館2階常設展示室
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【お問い合わせ】〒720-0067広 島県福山市西町二丁日4番3号

T(1 084-932-2345 Fax 084-9_32-2347 X/1nstagran■ :(〕11lkuyan12_bi

交通案内/●JR福山駅福山城日(北 日)がら西へ400m● 山陽自動車道福山束インクーから車で20分 /駐車場68台 ※特別展・所蔵品展憶―観覧で1時間無料

ふくやま美術館

■


